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「アメリカについて研究するなら、アメ

リカの空気を肌で感じてきなさい。」これは

博士後期課程に進学するときに、先生方か

ら受けた言葉である。修士論文でアメリカ

の大学教育と図書館の関係をテーマとしな

がら、それまで一度もアメリカに行ったこ

とがなかった。その後も、この言葉をどこ

かに感じながら研究を続けていたが、行く

機会を見つけられずにいた。幸いにも、図

書館情報大学振興会の2001年度海外研究助

成金を受けて、その機会を得ることができ

た。今回は、そこで感じたアメリカの空気

について報告したい。

1.ス ケジュール

調査の日程は、2002年3月 2日 から21日

までの約18日間である。前半 (2日
-9日 )

はEastern h/1ichigan Universityのあ る

Ypsilanti(イプシランティ)に 、後半 (10

日-20日 )は University of Michiganのある

Ann Arbor(ア ナーバ ー)に 滞在 した。

YpsilandとAnn Arborは車で20分ほどの距離

にある。Ann Arbor滞 在 中に も何度 か

Ypsilandを訪れた。

調査の目的は、アメリカの大学では、授

業と図書館がどのような関係にあるのかを

見ることにあった。特に、学生や教員が授

業の中で図書館をどのように利用している

のか、図書館が授業計画に必要なTeaching

Tipsを教員にどのように提供しているのか

知りたかった。調査の方法は、授業を参与

観察し、教員と学生に情報利用についてイ

ンタビューするとともに、教員を対象とす

る情報利用関係のワークショップを参与観

察し、担当者にインタビュ
ーすることにあ

Feeling in America

博士後期課程  3年  長 澤  多 代

った。調査の依頼はすべて電子メ
ールで行

なった。だが、授業の参与観察を依頼 した

教員からの返信はほとんどなく、再送して

も同じ結果に終わった。ワ
ークショップの

担当者からは快諾を得た。ミシガン滞在中

に、このことを授業に参加させてくれた教

員に漏らすと、「教員は誰だって授業を見ら

れたくないんだ。多分、何度送っても返事

は来ないと思うよ。」と、当然のように言わ

れた。教員の閉鎖性と私の依頼状のどちら

が問題だったのかここでは間わないが、こ

のような理由で、今回の調査は、情報利用

関係のワークショップの参与観察と担当者

へのインタビューが中心になった。報告の

内容もこれに焦点をあてることにする。

2. Eastern iⅥ ichigan University

Eastern Michigan Un市ersity(EMU)は 、

Yps i l a n t iと い う小 さな田舎街 にある

Teaching Un市ersityである。教員には、教

育者としての役割が強 く求められている。

図書館員は全員が教授職にある。地元出身

の学生が多く、成績不良や経済的な問題を

抱える学生も少なくない。Ypsilantiには、

いわゆる低所得者層が多い。近年、宅地が

造成され、公共図書館や郵便局が整備され

ている。

2.1 教 員支援システム

EMUの 主な教員支援組織には、Faculty

Center for lnstnlctional Excellence(FCIE)、

Center for Computing lnstructive(CIC)、

Center for Research Support(CRS)、  中 央

図書館 (Bruce T.Halle Library)力あ`る。

これらの事務室は全て中央図書館の 1階 に
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との関係が強調されていた。

2.3 EMU閑 談

図書館員の方から、「日本の図書館の現状

について話を聞きたい。」という要望を受け

たために、日本の高等教育の構造、大学図

書館のサービス体制、図書館員と教員の関

係について発表した。発表内容のうち、特

に驚かれたこととして、「国立大学では、資

料費のほとんどが教員の研究室図書として

使われること」、「私立大学では、図書館員

として採用されても、数年後にしばしば他

の部局に異動させられること」があった。

発表後には、8人 の参加者から 「日本でも

図書館員は女性が多いのか ?」、「図書館情

報学を専攻する大学院生の修了後の進路

は?」、その他、生涯学習の場としての公共

図書館の役割など日本の図書館に関する全

体的な質問を受けた。デイスカッションの

中で、日米の図書館員の扱われ方が異なる

こと、その理由は図書館員が専門職として

認められているかどうかにあることが浮か

び上がってきた。発表の準備段階から緊張

の連続だったが、日本について知りたいと

いう参加者の温かい雰囲気の中で進めるこ

とができ、充実した1時間となった。

3.University of R/1ichigan

Un市ersity of Michigan(UM)は、Ann

Arb orと い う大学町にあるResearch

Universityで、ハイスクールの成績の上位

15%以 内の学生が進学する州内でもトップ

クラスの大学である。教員は研究者として

の意識が高く、図書館員は教授職をもたな

いが、専門職としての地位を確立している。

Ann Arborには、教育熱心ないわゆるホワイ

トカラーが多く、市民の高校卒業率は全米

の中でも格段に高い。

3.1 教 員支援システム

UNIに は、 Teaching and Technology

CollaborativeにTC)と いう、教員が新し

い情報技術を用いて授業や研究ができるよ

うに支援する学内組織がある。¶「Cは次の

部局から構成されている。

図書館 (Undergraduate Library,Graduate

Library)

Center for Research on Learning and

Teaching(CRU「 )

Faculty Exploratory

IT Education Selvlces

Knowledge Navlgation Center(KNC)

Learning Resource Center(LRC)

Language Resource Center

Media Unlon

Sclence Leamlng Center

各部局は、UMの 教員に必要なプログラ

ムを企画 ・提供 している。鋼「C全体では、

毎年 5月 に、1週 間にわたって様々なプロ

グラムを提供する 「Enriching Scholarship」

が開催 されてい る。今回の調査 で は、

CⅢ∬,Faculty Explor4oryが主催するワ
ーク

ショップに参加した。このうちCⅢ∬ワ
ーク

ショップは大学院生を対象としていたため

に、ここではFaculty Exploratoryのワ
ークシ

ョップについて報告する。

3.2 FDワ ークショップ

私が参加したFaculty Exploratoryワ
ークシ

ョップのうち、図書館員が担当するのは、

「Working With Charts in Microso■Ofrlce」

と 「Digital Technology for Field Research」

だった。参加者は、前者が7名 、後者が 1

名だった。

「Working With Charts in Microso■0■ce」

では、Excelを使って表の作成と加工をした。

全くの初心者を対象としているため、「年寄

りには難しすぎる」と繰り返す初老の教員、

矢継ぎ早に質問する教員がいた。担当者は

受講者の対応に追われながらも、3名 のア

シスタントとともに、簡単な表の作成から

ホームページやPower Point画面への表の挿
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論されている教員の資質向上 (Faculty

Development)の プログラムに情報利用に

関する基本レベルのワークショップを設け

たり、教員が参加しやすい環境を整備する

ことが重要であることを強く感じた。

今回の調査では、図書館員が教員の情報

利用をワークショップなどによって支援し

ている現状を見ることができた。その中で、

授業や図書館に対する考えの違いについて

新たに気付かされた点も
・
多くあり、これこ

そがアメリカの空気を肌で感じることだと

思った。上記の他にも、英語クラスにおけ

る図書館利用教育、図書館員のミーティン

グ、授業準備のための図書館員と教員の打

ち合わせ、大学院生を対象とするティーチ

ング 0セ ミナーなどに参加する機会を得た。

今後は、調査の成果をふまえて、日米の大

学における授業と図書館の関係について分

析を深めたい。

最後に、今回の調査で重宝した機器につ

いて紹介したい。私が携帯したのは、ICレ

コーダー (SONY:ICD― MS500)と デジタ

ルカメラ (SONY:DSC‐ P5)で ある。どち

らもメモリ・スティックで管理するもので、

入カデータを次々にコンピュータにダウン

ロードさせることができ、入カデータの量

を気にすることなく調査できた。特に後者

は、短時間の動画 (2分 30秒以内)が 撮れ

るために、フラッシュやシャッター音が気

になる場所でも、周囲に気づかれずに手軽

に撮影できたことがよかった。
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